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令和１年度 事業報告書 

自；平成３１(２０１９)年４月１日  至；令和２（２０２０）年３月３１日 

 

１．意匠・裏印の保全事業 

陶磁器（食器・ノベルティ・タイル）の意匠と裏印の保全登録を行ってその保護に努めました。 

（１） 保全登録事業 

➀ 陶磁器意匠・裏印の保全登録 

令和１年度は５件の新規保全登録を致しました。 

保全登録継続中の意匠・裏印については、登録者に対し、期間満了日の属する前々月末

（例えば、満了月が６月の時は、４月末）に「登録期間満了案内」及び「登録更新申請書」を郵送

し、「更新」の有無を確認しています（回答期限は、満了日の属する月の前月末）。 

令和１年度の保全登録更新状況は、意匠では、満了３１５件に対し更新３００件、裏印では、

満了２７件に対し更新２４件でした。 

令和１年度末（２０２０年３月３１日現在）の保全登録有効点数は３３４件となりました。 

新規保全登録意匠は、「陶磁器意匠弘報 web 版」として本財団ホームページに掲載しました。 

  www.pottery-design.jp＞意匠の保全事業について＞陶磁器意匠弘報 

 

② 陶磁器意匠の予備登録 

令和１年度予備登録件数 ６件 ＜意匠 ４件、カタログ ２件＞ 

◎ 予備登録から保全登録への移行 

 予備登録利用期間は３年です。開始４年目を迎えた令和１年度に、５件の予備登録意

匠が保全登録に移行しました。 

「予備登録リスト」を本財団ホームページに掲載しています。 

www.pottery-design.jp＞意匠の保全事業について＞予備登録＞予備登録弘報 

 

③カタログ等の受入確認 

「カタログ等の受入確認」は、事業者発行のカタログやパンフレット・チラシに対して、第３者で

ある当センターが受付日を記録（年月日）するものです。 

この受付日は、他人の意匠との争いにおいて、先後を確認する証拠となります。 

特許庁に登録された他人の意匠の開発・発表の時期より早いことを、これによって証明でき

れば、その登録意匠の無効を主張出来ます。 

また、カタログ中の商品名やシリーズ名についても、使用の記録として利用出来ます 

本年度のカタログ等の受入確認は２件でした。予備登録として受け付けています。 

 

（２）意匠や商標等に関する相談 

① 「商標」に関する相談 

・国内出願に関する相談； ３件 

・外国出願に関する相談； １件 

② 「意匠」に対する相談 
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・国内出願に関する相談； ２件 

・先行意匠に関する相談； １件 

 

（３）意匠や裏印の諸事案の相談及び対応 

① 意匠に関する事案 

＜１＞ 傘下組合員が受けた模倣被害の事案に対し、模倣品販売業者への申入れ文書を 

提供した。（令和１年１２月） 

 信楽地区は狸の置物の産地として広く知られるが、同地区窯元 A 社が長年（２３年間）販

売してきた狸の置物は、同地区でも独自な形態であり、同業者間においても、そのオリジナ

リティは尊重されてきた。 

 同地区の信楽陶器工組は、A 窯元から当該商品の模倣品が通販にて販売されているとし

て相談を受け、本財団に A 社商品及び通販品とを示し、その対処につき意見を求めた。 

 本財団にて A 社商品及び模倣品とを比較対照したところ、模倣品は A 社商品をあたかも

原型として生産した如くのもの（中国製）であることを確認し、通販業者宛て申入れ書を作成

提供することとした。 

 模倣品販売元は、愛知県北西部に本社を置く通販業者 B である。 

 模倣品販売中止の申入書は、信楽陶器工組と信楽陶器卸商組の両理事長名にて作成し、

B へ送付したところ、B への納入業者 C（本社、愛知県北西部）が同工組を訪問し、謝罪及

び販売中止につき回答した。工組・商組の両理事長及び窯元A社がこれを応対した。また、

B より販売中止に関する回答書を得た。 

 

２．セミナー事業について 

 本年度は実施致しませんでした。 

 

３．陶磁器意匠データベースについて 

① 食卓台所用品（保全登録意匠）データベース 

意匠データの追加 約１,７００件。＜令和２年３月末にて約８万件＞ 

DB 閲覧 ID・PW 発行 ２件 

② 置物＜人形編＞意匠データベース構築の準備作業 

ノベルティの意匠認証及び保全登録の中から、「人形」意匠のデータベースを構築するため

保存資料の整理及び検索キーワードの検討を行った。 

意匠認証書に貼付された意匠写真は、ばらつきが大きい(保全登録の写真に比べ)ため、再

度、写真の小さいものは除外すべく整理を行っている。 

 

４．資料収集及び整備とその活用について 

（Ａ） 陶磁器デザインや陶磁器産業に関する書籍を収集・整備。 

① 展覧会図録、研究書、記念史誌、調査報告書などの寄贈を受けました。 

② 所蔵図書の閲覧を受け付けました。 

（Ｂ） 陶磁器意匠・裏印など調査への対応 
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① 資料調査への協力（２０１９年６月から調査を継続中） 

② 展覧会のための資料整備協力（製造業者及び製造時期の調査） 

③ 意匠・裏印調査（廃業したメーカーに残された洋食器の製造時期の調査） 

 

５．賛助会員の異動について 

 期首 増 減 期末 

団体会員 １１ ０ １ １０ 

協賛会員 １０ ０ １ ９ 

一般会員 ２ ０ ０ ２ 

合 計 ２３ ０ ０ ２１ 

 

６．会議の開催 

（Ⅰ）理事会 

  第２０７回理事会 令和１年５月３０日 

出席理事；１０名（現在数１３名）、出席監事；１名（現在数２名） 

（１）審議事項 

１．平成３０年度事業報告について 

２．平成３０年度収支決算について 

３．令和１年度収支予算の修正に関する件 

４．定時評議員会の開催日について 

＊ 評議員６名が、オブザーバーとして出席。 

 

第２０８回理事会 令和１年１１月１８日 

出席理事；１１名（現在数１３名）、出席監事；１名（現在数２名） 

（１）審議事項 

１．「役員の選任規則」改正（在任年齢）に関する件 

２．新規に設ける内規（慶弔規定、旅費規定、 

謝金に関する規定）に関する件 

３．「意匠の予備登録規定」の改正に関する件 

４．理事・評議員の定数変更に関する件 

（２）報告事項 

１．本年度上期の事業状況について 

２．内閣府公益認定等委員会の立入検査（予定）について 

 

第２０９回理事会＜書面決議＞ 議事録作成日 令和２年３月２６日 

決議事項 第１号議案 令和２年度事業計画書の件 

第２号議案 令和２年度収支予算書の件 

 

（Ⅱ）評議員会 

第１６３回 定時評議員会  令和１年６月１７日 

出席評議員；８名（現在数１０名） 
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出席理事；理事長及び専務理事、出席監事；１名 

（１）報告事項 

１．令和１年度事業計画及び収支予算について 

（２）審議事項 

１．平成３０年度事業報告及び計算書類等の承認の件 

２．「意匠の予備登録規定」改定の件 

 

（Ⅲ）監査会 

平成３０年度会計監査会  令和１年５月２日 

 

（Ⅳ）内閣府公益認定等委員会の立入検査（第２回）  令和２年２月２１日 

以上  




